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人間の一生に寄せる期待のかなりの部分が食物の機能に託されているという認識のもとに，近年人
間にとって最も人間らしい食の探求1）に窮極的な関心が持たれるようになった。そして，人間のライ
フサイクルのなるべく早い時期に望ましい食物観形成の意義2）3川が，いよいよ強調されるようになっ
てきた。著者は幼児期こそその適期と考え，幼児期の栄養指導に関してより適切な指針を求むべく，
新潟県下幼児の栄養摂取の実態を地域的な観点から把捉する5）6）と共に，時代の流れによるその変動7）
8）について調査し，幼児の食生活変容の諾要困の検索を試みてきた。今回は社会的変動に即応して生
活環鄭こ若干の変化の見られた漁業地域を訪れ，1969年度と1974年度の調査成績より，最近5年間の
幼児の栄養状態について検討し，先に得られた怨・山村幼児7）8）のそれにも照らして考察したので，
せれらの成績を報告する。
調　査　方　法
1．対象地区の概況
調査対象地区の新潟市松浜町は，新潟市の北東に位置し，阿賀野川の河口に開けた町である。総世
帯（2，632世帯）の4．3％にあたる113世帯が漁業を営んでおり，この5年間に27世帯が他に転業して
いる。専業漁家は36％で，5年間に10％減じ，兼業漁家の漁業依存度は約40％（’69年度は30～35％）
である。漁船の規模は平均2．4t〔最小0．5t，最大4．9t）で，同じく20％程大となり，最近〔1974
年度）の漁獲高は185t（金額にして約9，021万円）で，同じく23tC漁獲高は1．14倍，金額は2．07倍）
増加している。漁姓の種板は，漁獲高の多い順に示すと，海面漁業ではさば，いなだ，あじ　きす，
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あさりおよびたい（’69年度はあみ，あじ，ひらめ，ぶり，きす，さば）などがあり，水面漁業では
さけ，やつめおよびますなどがある。漁業協同組合の規模は県内62組合中出資金順位27位　（’69年度
32位），粗収入順位22位（’69ゴ：F度26位），購買額順位35位C69年度36位）で，いずれもこの5年間
に好転している。
　妾地には火規模な化学工場がいくつかあり，交通至便で，新興住宅地として発展（5年聞に世帯数
は520世帯，25％増加）し，商店の規模も市街地と変わるところなく，食料品の入手は極めて容易で
ある。
　対象児は公立保育園に通園しており，母親は漁業手伝いもしくは工場勤労者として就業している。
　2，調　査　対　象
　4～6歳の健i康な幼児14名を対象とした。なお，漁業世帯でかつ幼児のいる世帯が限られているた
め，12世帯を悉皆調査したが，推計学的な検討を試みるのに十分な被検者数を確保できなかったこと
を付記しておく。
　3．　調査時期および期間
　1969年度と1974年度のそれぞれ四季の連続した3日間（通年12日間）である。
　4．　調査内容および方法
　1）食餌摂取状況調査　国民栄養調査に準じ，個人別秤量方式によった。摂取栄養量は三訂日本標
準食品成分表の成分値500品目を入力せる電子計箕機にて算出した。これによって得られた成績の比較
基準には，昭和45年ならびに50年を目途とする年令別性別栄養所要量と年令別食糧構成基準9）を適用
して，食糧構成，栄養充足率，たん白質栄養評価等を比較し，さらに対照とせる農・山村幼児の成績η8），
新潟県民栄養調査10），国民栄養調査11），および主要諸外国の食糧消費量12）の5年間の推移にも照らし
て考察した。なお，摂取食品，摂取栄養素相互のパラソス状態の総体的な変動は，田村らにならい「数値
群パターソ解析法」13）を適用し，それぞれ基準パターンに対する類似性の解析によって評価した。
　2）体位側定　身長，体重を側定し，昭和45年ならびに昭和5⑪年の日本人体位の年令別性別推計値
と対比した。
　3）体力測定　平衡力（棒上片足立ち），筋持久力（体支持持続時間），瞬発性（立幅とび），お
よび調整力（両足連続とびこし）の4種目について実施した。その評緬は新潟県教育委員会による幼
児の運動能力董準1噛）に従い，3点を中位とする5段階法によって行なった。
調査結果ならびに考察
　1．摂取食品数ならびに献立の比較
　1人1日当りの摂取食品数の推移は表1に示す如く，21品から28品に増えたが，それは植物性食品
の増加に負うており，動物性食品数は変りなく，また間食の食品数も変化せず，農・山村幼児の場合
と大差はなかった。植物性食品では野菜および果実類が増えている。
次に，平均的な献立例は表2に示す如くである。殆んど毎食魚介類が主菜であり，米飯・味噌汁・
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表1摂取食品数の推移
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煮魚または焼無・潰物という形式が多いが，3日閲の調査期間中にカレー　シチュウ，豚汁等が1回
以上供され，肉料理が増えつつあることが注目される。また，保育所給食を受けることができるた
め，これが一Iilの栄獲上のバラソスにかなり貢献し，幼児の食生活パターンを拡大するチャンスを与
えることになろうと思われる。
　2．　摂取食品の構成とその比較
　対象児の食品摂取状況を総括したのが表3である。この5年間に変動の見られなかった食品は少な
く，殆んどの食品の摂取量に増減いずれかの変動が観察された。変動の大きかった食品で増加した
のは，肉，油脂，砂糖および豆類であり，減少したのは菓子類および魚介類であった。なかでも魚介
類が減じ，代わって肉類の増加したことが注目される。
表3食品摂取状況の変動
（1人1日当り平均　9）
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　次に，わが国の幼児の基準量に対する充足率を求めて総括したのが表4である。各食品の充足率は
四季別にそれぞれ変動しているが，とくに注目されるのは次の二点である。即ち，その一は緑黄色野
i菜と卵が5年後にそれぞれ10余％増加しているものの，その充足率は54～64％に留まり，この現象に
関しては農・山村幼児の場合と同様の成績であった。その二は魚介類が減じたものの，その充足率は
年間約250％におよび，肉類が充足され，さらに乳類が約ge％の充足率を示していることは，農・山
村には見られない魚家特有の食品溝成であった。
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表4　食品摂取量の基準量に対する充足率の5年聞における変動
（単位：％）
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　表5は，上記12種の摂取食品充足率が基準量パターソにどれ程類似しているかを示したものであ
る。パターソ類似率は四季共に上昇し，その差は有意（危検率1％）であった。したがって，総体的
には比較的望ましい摂り方に移行しつつあることが窺われる。次に，基準量パターソとの類似性を低
める要因となっている食品を知るために減数類似率を算定した。該順位の高い食品は，その摂取につ
表5　基準量に対する食糧構成パターン類似率ならびに滅数類似率順位の推移
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　象、ibl
識工類似率鰯s（A・B）＝＝c°s°＝狽汲煤A，、・i／ll－；，b、2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Σaibi－arbr
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ipl　　　　　　　 聯似率算定式一一X’S（A’B）＝悟・’一補、b、・－b，2
融2．類似類がもっとも高い場合は1．⑪00である跳簡潔に表示するためにこれに100を乗じ，百分率にて衰わ
　　したe
註3．　※はa＝O．　Olにて有意蓮あり。
註4，減数類似率は数値群パターyを構成しているn個の構成因子のうち，任意の工っXrをないものと考え
　　てロー1個の構成因子のみで計算した類似率であるeこの滅数類似率がもとの類似率より大きくなる場合
　　は，除いたその因子X，がもとのn個で構成てれているパターソの類似を小さくさせる要因となっている
　　ことを示しており，逆に小さくなる場合はもとのパターソの類似を大きくする要因になっていることを示
　　す。
註5．〔十）は基準量より多い，◎は基準｛正にほぼ等しい，｛一｝は基準量より少ないtことを表わす。
いてとくに留意する必要がある。四季別に若干の異同が認められるものの，年平均のそれは魚介類の
多量摂取と緑黄色野菜・卵類の不足であり，この点に関しては5年間の推移にも拘らず変化はなかっ
た。
　さて，基準量に対する摂取食晶の充足状況の変動（年平均）を蓑6に示したが，適量を摂取してい
る対象児は概して少ない。5年後の動きの主なものを拾うと，穀類のそれは多量摂取が皆無となり，
適量撰取の対象児が増え，いも，砂糖，油脂および豆類のそれは50％以下の摂取が減じて，151％以
上の多量摂取が増え，また緑黄色野菜のそれは90％o以下のみである。次に動物性食品の充足状況で
は，魚介類のそれは201％以上が大半を占めるようになり，肉類のそれは適量摂取の対象児が増え，
卵類のそれは50％以下が減じて，51～9⑪％の摂取が大半を占めるようになった。また乳類では望まし
い充足率を示す対象児と，51～90％充足されている対象児がそれぞれ％ずつであった。
　　　　　　　　　　　　　表6基準量に対する摂取食品の充足状況の変動　　．　（単位・％）
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?
31 21 、8 8
? ? ? 8 8 8
11エ～15G％1969P974
?? 、8
?
21
? 8 31 38 ?? 48 8
?
91～11⑪％1969P97益
? ? ? 31 、8 8 ? 8 9
? ?
21
51～　9⑪％ 1969P974
? ? ?
21
? ? ? ? 8 8 71
?
5啓％以下 1969P974
? ? ? ?? ? ? 8 21 、8
? ? 8
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　3．摂取栄養量の分析とその比較
　対象児の摂取栄養量の推移を四季別にまとめたのが表7である。増加したのはピタミソA（以下ピ
タミソet　V．と略記す），V、C，脂肪およびV．Blであり，一方たん白質，鉄およびV．B，はいずれも
約10％減少した。表8は栄養所要量に対する充足率の変動を示したものである。ここで見られる如
く，いずれの季節も殆んど同様の動きを示し，エネルギーから鉄までとV．Cの摂取量がそれぞれ所
要量を凌駕し，V．Aは5年間にかなり改善されたものの未だ20～44弩不足のままであり，　VB1およ
びV㌦B2が所要量に接近するという漁家特有のパターソであって，農・山村幼児のパターンとの類似
性は低い。これらの摂取栄養充足率パターγの所要量パターソに対する類似性の推移を示したのが表
9である。パタ・一ソ類似率は四季共にそれぞi’Ll．　4％から2．6％o高値となり，その差は秋と年平均にお
いて有意（危険率5％）であった。また所要量パターソとの類似を低めている主要因は依然として
V．Aの不足であった。なお，魚介類の多量摂取により動物性たん白質の多量摂取が要因の上位にあ
ることは，農・山村幼児には全く見られない現象である。
表7　摂　　月立　　栄　　養　　量　　の　　変　　動
（1人1日当り平均値）1
たん白質 ビ　　　タ　　　ミ　　ンエネルギー
@　（Ca1）斧9葬階笄
脂　肪
i9）
糖　質
i9）
カルシ
E　ム
im8）
?（?）
（1錫　1（Blmg）［（蓋葺）1（畠）1（1島」
? 1969P974
ﾏ動指数
1，600
P，853
@　116
62
U6
P04
36
R5
X7
26
T6
Q工5
275
Q69
X8
603
T78
X6
10．0
P0．4
P0哩
　　554
P，139
@　206
　　0．46
@　0．67
P46
　　0．73
@　0．76
P04
44
U9
P57
??
夏
1969P974
ﾏ動指数
1，5逢3
P，637
@　106
63
U1
X7
33
R2
X7
36
R6
P00
241
Q63
PG9
566
T26
X3
n、0　　　595
X．6　　　977
W7　　　　163
　　O，50
@　0．58
P工6
0．80
O．73
X1
28
Q9
?O4
129
P0
@7
秋
工969P974
ﾏ動指数
1，634
P，685
@　103
70
U2
W9
49
R2
U5
34
S6
?R5
261
Q52
X7
621
T04
唐P
12．0
P⑪．1
W4
　　642
P，285
@　200
　　O．41
@　0，66
P61
o．99
O．74
V5
30
T2
P73
89
V1
W0
冬
1969H974
ﾏ動指数
1，551
P，632
@　105
79
U1??
42
R0
V1
31
R8
P23
230
Q60
P13
628
T42
W6
10．0
X．7
X7
730
W79
P20
　　O．66
@　0．71
P08
　　O、73
@　0，71??
57
X3
P63
113
U9
U1
???1969P974
ﾏ動指数
1，582
P，702
@　108
69
U3
X1
40
R2
W1
32
S4
P3S
252
Q61
P04
604
T38
W9
1工．0
X．9
?
　　630
P，070
@　170
　　0．51
@　0．66
P29
O．81
O．74
X1
39
U1
?T6
99??
???45年目標値
T0年目標値
ﾏ動指数
1，594
P，513
@　　95
51
S9
X6
26
Q4
X2
26
R4
P31
一
425
S5⑪
P06
　　s．0
@　8，3
P04
1，350
P，550
@　115
0．85
O．6S
W0
0．85
O．76
r9
40
S0
P0⑪
400
S⑪0
P00
註．　ビタミン類は調理による損耗を考慮した数値である。
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　表8摂取栄養充足率の変動 （単位：％）
エネル
Mー
たん白質 脂　肪 カルシEム 鉄
ビ　　　タ　　　ミ　　ソ
総　量 動物性 A B1 B2 C D
春
工　9　6　9
P　9　7　4
ﾏ動撮数
99
P24
P52
1工7
P42
P21
139
P49
P07
95
P68
H77
140
H32
X4
120
P24
P03
42
V0
P67
57
X6
P68
89
X9
P11
87
P64
P89
　1
@1
P0
夏
1　9　6　9
P　9　7　4
ﾏ動指数
91
P07
P工8
126
P27
P01
131
P34
P02
150
H11
V4
126
P14
X0
131
P10
W4
50
T9
P18
66
W1
P23
106
X4
W9
67
V2
P07
??
? 工　9　6　9
H　9　7　4
ﾏ動指数
工03
P15
P12
137
H37
P00
工90
H39
V3
133
P35
P02
144
P13
V8
143
?Q1
W5
50
W1
?U2
59
X6
P63
106
X6
X1
71
P33
P87
??
冬
1　9　6　9
P　9　7　4
ﾏ動指数
98
浮撃
P13
151
H25
W3
16B
H27
V6
117
?P2
X6
145
P22
W4
118
H13
X6
62
T6
X0
75
P02
P36
89
X3
H04
92
P74
P89
28
Pゴ
U1
???
1　9　6　9
P　9　7　4
ﾏ動指数
98
P14
P16
133
H33
P00
157
P呂7
W7
124
P32
P06
139
P20
W7
128
H17
X工
51
U？
H31
64
X弓
P47
98
X6
X7
79
P36
P72
??
表9　摂取栄養充足率のパターン類似率ならびに減数類似率順位の推移
類似率
高←一減　　数　　類　　似　　率　　順　　位　一→低
1 2 3 4 5－一→8 9 10
? 1969
P974
95．6
X7．4
V．A｛→
X7．2
u．AHX8．哩
V．BleX6．3
u．Bユ←｝
X7．6
Ca　｛十｝
X5コ
塩b柵X7．5
b動蛋㈲
@95．6u．C㈲@97．4 →
蛋白質田
@95、1Gネルギー什
@97．1
エネルギー◎
@95，1ba　　〔十1
@97．1
夏
1969
?X74
95．6
X7．5
V．A←｝
X6．9
u．A←｝
X8．4
V．B1｛→
X6ユ
u．C←H
X7．9
V．CHX6．1
ｮ蛋←H
X7．7
脂肪〔＋）
X5．7
u．B1←→
X7．6 一
V．B2㈲
X5．1
C脂肪㈲
X7．3
鉄　　〔＋｝
@93．2Gネルギー◎
@97．3
? 1969
P974
96．1???V．AHX8．8
u．A←｝
X9．1
V．BエH
X6．8
u．B1←）
X8．8
動蛋田
X6．6
u．B2｛→
X8．7
V，CHX6．3
ｮ蛋囲X8．7 一》
エネルギー仔
@95．6ba　㈱@98．5
V．B2㈲
@95．6Gネルギー任
@98．5
冬
1969
P974
95．9
X乳3
V．A←｝
X6．9
u、A←号
X8．4
動蛋㈲X6．6
u．C㈲X82
V．B1←｝’
X6．4
u．B2←→
X7．0
V．B2HX5．9
ｮ蛋㈹X6．9 一
鉄　　㈲
X5．5
`白質㈲
X6．8
エネルギー◎
@95．5ba　　臼→
@9巳8???
1969
､974
95．6???V．A｛≒｝X6．9
u．A←｝
X9．2
V。B1←→
X6．3
u．B1←｝
X8．3
動蛋〔＋1
X翫9
ｮ蛋ωX＆3
V．CHX5．7
u．B2モ→
X82 →
鉄　　㈹
X5．1
S　　㈲
X8．1
脂肪㈲95．1
ba　㈲98．1
註．　※はaニO．・05にて有意差あり。
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　次に，対象児の栄養摂取上の特色をより明確にするために，充足率のとくに高い栄養素と低い栄養素
について食品群別摂取比率を示すと図1の如くになる。たん白質についてはその37％を魚介類から摂
っていたが，5年後に27％に減じ，代わって肉類が1．5％から＆2％聖贈え，摂取比率パターソに異同が
見られた。しかしながら，幼児の発育に必須のカルシウムおよびV・Aの摂i取に関して魚介類の貢献度
は低く，いずれも数％を供給しているにすぎず，多量の魚介類は主に蛋白質源となっていることが知ら
れた。とくにVA’ﾉついては緑黄色野菜，乳類および卵類による摂取がその大半を占めるにも拘らず・
この緑黄色野菜と卵類の充足率が54～64％であって，ここに対象児らの栄養上の問題点が集約される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肉類　　　　　　　　　　　　　　1OO％
たん自質
カルシウム
ビタミンA
IPG9
1974
1969
1974
1969
1974
　　　　　　　　　　　　　　図1　主要栄養素の食品群別摂取比率（％）
　さて，摂取栄養量に対する充足状況の変動を示したのが表10である。エネルギー，たん白質，脂肪
およびカルシウムについては充足率111～150％の対象児が増えて，およそ70％がそれに該当するよう
になり，鉄は111～150％ならびに適量摂取の対象児が増えた。またV・Aは充足率50％以下が著減し
　　　　　　　　　　　　　　表10栄養所要量に対する充足状況の変動　　　　　　　　　（単位：％）
ピ　　　タ　　　ミ　　ソ　　　栄養素別
@　　調査[足率　年度
エネル
Mー
たん白ｿ
動物性
ｽん白ｿ 脂　肪
カルシ
Eム 鉄 A【司明c
201％以上1969P974 8 ? ? 8 8 8 8 8 8 3
15ト200％1969P974 8
? ? ?? ? ? 8 8 8 58
111～150％1969P974
? ? ?? ? ? ?
8 、1
｝? ?
91・》110％1969P974
? ? ? ? ? ? 、8 61 ? ?
51－・90％
T0％以下
1969
H974
P969
P974
??? ??????????????
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て，51’・－90％eの対鍾児が70％存在するようになり，VB1およびV・B，は適量摂取の域に接近しつつあ
り，V．Cは充足率5⑪％以下が皆無となり，151～200％が新たに現われて，封象児の半数がそれに該当
するようになった。
4．農・山村幼児，新潟県，本邦および諸外国の食糧消費量の変動と漁業地域幼児のそれとの比較
　　成績
　以上の漁業地域幼児の栄養状況の推移をさらにより客観的に把握すべく，農・山村幼児，新潟県民
・国民栄養の変動ならびに主要諸雁1における食糖艘量の推移等批1轍討しそ紡の成績を表
11に示した。まず農・山村幼児の変動指数に対比すると，三地区の幼児に共通の現象は砂糖，油脂，
肉類の摂取の増加したことであり，さらに肉類の増加は，新潟県および本邦の成績にも共通する現象
であった。なかでも漁業地域幼児の肉類の増加（3．4倍）は新潟県のそれと並んできわあて大である。
これらの変動指数はそれぞれ一つのパターソを構成しているものとみなし，　5年後の変動なしを100
％とした場合のパターソ類似率を求めたところ，表12に示す成績が得られた。総体的にみるならば89
～99％は変動なしとみなされ，さらに詳細に分析するならぽ，米，英，伊の先進諸国の変動が最も小
さく，開発途上三国のそれがこれに次ぎ，新潟県ならびに日本の変動は諸外国に比べて比較的大であ
るe対象児の変動度10．7％は，新潟県のそれとほぼ等しく，日本のそれの1．7倍であり，また農村幼
児のそれの2．　4倍，山村幼児のそれの1．4倍であった。なお，国民栄養の変動の様相との類似率は92．　6
％で，農・山村幼児の場合よりは僅かに高い類似性を示している。このことから，漁業地域幼児の摂
取飾の変動は識曲禰児のそオtに比してやや骸的であることが知られた・これらはいずれも
些少の差にすぎないが，これらの数値の意味することの評価は，さらに数年後の調査ならびに他の地
区の幼児栄養の変動に照らしてからの検討にまちたい。
表ll最近5年間における新潟県，日本およが主な諸外国の食糧消費量の変動指数との比較
?
1 1 1 1 ? 1
牒野児 い969－・741…1・G．1・561・571・561・・5［9713441・・9旨71，94
響市毒郊劃 1968→’73いエ。1・8・｝ ・45い3・i89！
・751 ・・71・44176iエ・51工3
由村　｝幼児　・966－・7・1?? 551・2Gl25・い5｛ 941エ371・・4い547459
褻難民渕 ・968－・74　　・・41い31 一［ ・・31・⑪5i・・2i・6913421・35い2418
竪民栄刺 ・968一ヤ3195i・・31 621…i861・・8｝23・1951・・gi…114
アメ　リカ
Cギリス
Cタヨア
艨@　　湾
tィリピソ
C　ソ　ド
1963～’65→’70
P963－165→’7e～’71
P963～’65→’69一ノ70
P963｛ノ65→’69
H963【ノ65→’69
P963～’65→769～770
98
X3
X8
P08
PG3
ﾊ01
102
V2
V3
P37
107　　107
P00　　97
@　　　　　107
@　　　　　135
@　　　　　100
@　　　　　　91
112
P00
P20
P27
H14
P00
100　105
X4　　102
X6　116
P03　　128
P00　107
X6　143
115
P06
P09
P81
P01
P07
112
X9
P28
?S7
P13
P00
100
H05
P04
H83
P43
P⑪⑪
106
X2
P13
P11
P26
U7
10
@9
P0
P6
P4
@9
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表12　最近5年間における食糧消費量パターンの変動状況の比較
変動なしを100????????????』? 変　　動　　度
P00　－　a
国民栄i産調査の
ﾏ動指数を基準
ﾆした場合の類
覧ｦ
漁業地域幼　　1　893（％）1児 　　　　・α7（例　ga　6（％）
都市近熾村幼　　　　　1i児 　蜘、　　441　8＆9
山　　村幼　　1児　　9且一　　届1 9工2
輔県民栄翻査　　　1i 892　　・α81　gag
国民栄握調司 9361　a41100．O
ア　　　　メ　　　　リ　　　カ
C　　　ギ　　　リ　　　ス
C　　　タ　　　リ　　　ア
艨@　　　　　　　　　湾
t　　　ィ　　リ　　ピ　　ン
C　　　　　ン　　　　　ド
99．9
X9．9
X9．7
X7．1
X8．4
X8．2
????????
94．5
X4．3
X4．5
X眠3
X2．6
X2．6
註，aは11種の食糧消費量の変動指数が全て100（すなわち5年後の変動なし）の
　場合を基準として，それに対する類似率を求め，百分率で示したものである。
　5．　たん白質栄養の質的評価の比較
　さて，対象児の摂取たん白質の質的評価の推移は表13に示す通りである。動物性たん白質比は58％
から51％eとなり諾干低率となったものの，幼児に糠される比率（50％）を充足しており，山村幼
児の30％→32％，ならびに農村幼児の35％一｝43％に比べるならば非常に優れていた。たん白価，アミ
ノ酸価および化学価は表に示す如くであり，それぞれの評価基準により第一制限アミノ酸が異なる
が，概して良好であり，対象児鮪効たん白量（55，・99→50・・49）は山村幼5巳（37・・5・9→34・e9）　b’
よび農村幼児（38．9牙」ナ41．29）に比べ1．　2－v　1．　5倍の開きがある。
表13摂取たん白質の質的評価の推移
? 夏 秋 冬 年　平　均
・96911974 ・96911974 ・96叫・974・96glエ974・96gl・974
上ヒ（％）1動物性た舶質　　i　I58 53　152　521　17。 521　i53　4915815・
た　ん　白　価 （s）17778　（s）1781（s）84（T・y）186（T・y）186（S）186（T・・）172（s）18・（S）18。（S）
アミノ酸価i幼児の試案パター一ソ　　1973）86（Thr）90（Thr）81（Thr）S4（Thr）91（Thr）91（Tllr）95（Thr）83（Thr）89（Thr）87（Thr）
???卵　　　価
i日本1966）
l乳価i日本1966）
酷精ｿi日本1966）
68　（S）
W6（Leu）
X2（Leu）
68　（S）
X7（L已u）
X3（Lys）
67　（S）
W7（Leu）
r9（Ly5）
74　（S）
r8（Leu）
X4（Ly3）
72　（S）
W6（Try）
W9（Lys）
70　（S）
X1（L，eu）
X3（Lye）
71　（S）
W0（Try）
X0（Lys）
66　（S）
C7（Leu）
№潤iLy奮）
69　（S）
W5（Try）
X0（Lys）
7⑪　（S）
X1（Leu）
X3（Lys）
E／T　　　1比1 　12．48・2．45・且49412，5322，5832，6242．62・12・3s・2，5422，497
誌⇔は第一制限ア・ノ礎示す。S・舗アミ職Th・・神オニソ，　T・y：トリプトフ・ン・Leu：
ロイシソ，Lys：リジン
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6．　体位・体力評価と栄養状態
表14　対象幼児の体位・体力評価の変動
9691＼棚
????（??????????｛? 103±4，2
10工±7．O
　　　　　平衡力
　　　　　筋縛久力
徽鵜難隻
3，2±0．8
3，2±0．7
2．9±o．9
3，　2±O．　8
平均値　31±0．8
1974
98±2．　1
95±9．O
3．2±O．　7
3，2±O，7
3．O土0，6
3．　2±O．4
31±0，6
　表14に示すように，目標値に対する身長指数な
らびに体重指数はいずれも5年後に低下してお
り，これは提・山村幼児にも共通に観察される現
象であった。食生活内容の改善と逆行する現象で
あるが，これには次の二点が考察されよう。その
一つは’69年度の対象児と’74年度の対象児の体位
に個人差があるということ，その二は’69年度の
目標値（昭和45年目途の推計値）と’74年度の目
標値（昭和50年目途の推計値）との若干の差に由
来すること等である。いずれにしても被検者数の
少ないことが影響していることは否めない。体力
評価は5年後もさしたる変化はなく，中位の成績
であった。次に，体位・体力と栄養摂取状況との相関性を求めたところ，その相関係数は低くドー定
の傾向を見出すことはできなかった。
　以上の如く，今回は特別に系統立てた栄養教育プログラムを施さずに，時代の推移による漁業地域
幼児の食生活変容の実態を観察したのであるが，’69年度から5年後の食品摂取量にはそれぞれ増減
いずれかの変動が見られ，その変動度は10．7％であった。これは新潟県民栄養のそれの10．8％にほぼ
等しかったが，山村幼児の7．690，農村幼児の44％および国民栄養の6．4％と対比するならば比較的
高値であり，新潟県の成績と並んでかなりの変動とみなされる。しかも，基準量に対する食粗構成パ
Pt・一ソの類似率は82．3％から92，　2％へ有意に上昇し，より望ましい摂取パPt・一ソに近づきつつある。
また，摂取栄養充足率は・69年度の51（V．A）～157（動蛋）％から，’74年度の67（V・A）～137（動
蛋）％へと比較的平準化し，従ってその所要量パターソに対する類似率も95．　6％から98．　3％へ有意に
上昇して，より望ましいパターソに近づくなど概して良好となった。
　このような変動の要因としては種々のことが考察されるが，その一H一つに該漁業地域の生活環境が社
会的にも経済的にもよりよくなり，それが食生活の上に反映し，食品選択の若干の拡大と，自給食品
である魚介類の摂取をやや控えて，購入しなけれぽならない肉類を3．　4倍に増やす等の形で表われて
いるものと思われる。しかしながら，対象児らのV・Aの主要な給源食品である緑黄色野菜は・その
充足率がようやく39％から54％に改善されたところであり，献立でみるに緑黄色野菜の調理のレパー
トリーが狭く，また保育所給食にその摂取量の殆んどを負うている対象児も観察された。従って，5
年間の推移にも拘らず，漁業地域における幼児栄養の特色は，魚介類等によるたん白質摂取の多いこ
とであり，反面その問題点はピタミソ摂取，とくV：　V．Aの摂取量の少ないことにあることが窺われ
た。なお，農・山村幼児の場合に比べ，著しい相違点はたん白質摂取が量的に甚だ優れていることで
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あり，一一方ビタミソ摂取についての欠陥は三者に共通していた。
　さて，緑黄色野菜摂取の困難性は，本対象児のみでなく，東京都の幼児15）をはじめとして多くの調
査成績15）・1η，18），19）に表出されているところtであり・従ってその改良策についての研究は今後の課題と
ならなければならない。概して幼児は緑黄色野菜を余り妊まないようであるが，これに関して，Carol
Iretonら20）による幼児の野菜摂取を促すための，調理法の変化と所定量摂取した幼児に記章を与え
る方法の二法を試みた研究は示唆に富むものである。
　幼児の食物は保育者とくに母親の食物観に少なからぬ影響を受けている21）が，母親の就業の多い今
日では，その家事的生活時間の余裕もかt4りの要因として看過することはできない。ちなみに，本調
査の終了後，調査結果を各世帯に環元して，今後の改善策を話し合うために，対象世帯の主婦の最も
都合のよい日に集会を持つこととしたのであるが，参加者は少なく，多忙な母親が多いようであっ
た。不参加の各世帯を後刻訪問し，在宅の祖父母に印刷物を届け，説明して回ったが，今後の継続教
育についての具体案は何ら得られなかった。しかしながら，2週間後に対象世帯の一主婦より次のよ
うな要望がもたらされ，一つの灯にも思えた。すなわち，集会日には臨時出勤し出席できなかった
が，印刷物を工場の昼休みに読んでいたところ，同僚の主婦達が関心を持ち，それを欲していたとい
うことと，子供の偏食をなおすための一週間の献立の立て方を教えて欲しいということであった。
　今回の該地域の調査に際して，対象の12世帯中に5年前にも対象であった世帯が3世帯含まれてお
り，年余にわたる厄介な調査に率先して協力していただき，さらに新たな対象世帯の協力を促すきっ
かけともなり，有難いことであった。栄養調査に協力して，栄養改善の必要性を自覚される世帯が増
えてくることは最も望むところであり，その自覚を大切にして習慣化へ導くことが今後の課題となる
のであるが，今さらのようにその実践の困難なことを痛感している次第である。さらに，今後はこれ
までと異なり，経済不況による所得の伸び悩み等社会構勢の変動が，幼児の食生活にどのようにかか
おってくるであろうか，引き続き数年の間隔で検討を重ねて行きたいと思う。
要
?
　幼児栄養をより的確に把握するため，1969年度と1974年度の漁業地域幼児の栄養状態について検討
を加えた。対象児は4～6歳児14名で，四季の各連続した3日間（通年12日間）の食餌摂取量を個人
別に秤量した。得られた成績は年令別性別栄養所要量ならびに食糧講成基準と対比し・食撮構成パタ
ーソおよび栄養充足率パターンの5年後の変動については，数値群パターソ解析法を適用して，以下
の成績を得た。
　｛1｝漁業地域幼児の摂取食品数は1人1日当り平均21品→28品に増えたが・それは植物性食品の増
加に負うており，動物性食品は5品で変りなく，間食も4品で変りなかった。
　｛2｝食品摂取量では，この5年間に殆んどの食品に増減いずれかの変動が見られ，その変動度は
10，7％であり，新潟県民の10．8％にほぼ等しかったが，山村幼児の7・　6％・叢村幼児の4・　4％・国斑栄
養の3，・4％　tsらぴに諸外国のO．・1－・2．9％に比べるtsらば比較的高f直であった・増加した飾は肉寺由
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脂，砂糖および豆類，減少した食品は菓子および魚介類であり，基準量に対するパターン類似率は82
％一，92％へ鶴に」、昇しよ哩ましい摂取・・ターンt＝近づいた・なお・基準量パターンとの類似を
低めているヨ三要因（魚！，i　Y　IE（の多量摂取，緑黄色野菜の不足）trこはさしたる変化は認め難い・
　〔3）栄義充足率は・69年度の51（V．A）％～157（動物性たん白質）％から，’74年度の67（V・A）％
～137（動物性たん白質）％へと比較的平準化し，所要量とのパターソ類似率は96％から98％へ上昇
して，概して良好となった。所要；1，i・1：－g　1，　一ソとの類似を低めている主要因（V・Aの不足）は5年後も
変りなかった。
〔4）摂取たん白質の質的rr・Ptmiでは動物性たん麟比58－・51％，たん白価は81（S）→80（S），ア
ミノ酸価は89（Thr）一・87（Th・），卵価は69（S）→70（S），ノ・乳価は85（Tny）→91（L・u）・
乳価etgO（Lys）→93（Lys）にそれぞれ僅かずつ変動した。
　（5｝対象児の体位の目標値に対する比率は身長103土4．　2－｝98±2．1，体重101±7．　0→95±9．　0といず
れも低下し，体力評価は3．1土0．8→3．1土0，6と変らず中位の成績であった。
　終りに臨み，本研究に際して終始ご懇篤なご指導を賜わりました本学の塚原叡教授に厚く御礼申し
上げます。また，調査の進行上限りないご協力を賜わりました松浜漁業協同組合の南要一理事，さら
に調査対象の家庭の方々の一年間にわたるご協力に深く感謝申し上げます。
なお，本幸階の概要は，第29匝旧本栄養・食糧学会総会（1975年5月涼都）にて講演した・
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